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赤磐市の人口動態について
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2020年国勢調査42,661人
人口推計42,531人
将来推計よりも人口減少は

緩やかな状況ではある。

人口の将来推計
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自然増減・社会増減の推移

【出典】 総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査」

自然増減では、自然減（出生数ー死亡者数）が続いており、そ
の幅が近年大きくなってきている。出生数の減少と死亡者数の
増加、今後この幅が大きくなり自然減の数位が上がってくるこ
とが想定される。
社会増減は、波がありつつも大型住宅団地への転入者等も多く、
社会増（転入者－転出者）の状況が近年は続いているが、今後、
転入者増加、転出を抑制するための取組を講じていかなければ
すぐに逆転（社会減）になる。



岡山市からの転入が全体の半分以上⇒岡山市のベットタウン

4【出典】 総務省「住民基本台帳人口移動報告」

転入・転出者数（2021）
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総人口の比較（県内市）国勢調査より

自治体 総人口

１ 岡山市 674,746

２ 倉敷市 469,377

３ 津山市 110,569

４ 玉野市 67,047

５ 総社市 66,584

６ 笠岡市 57,272

７ 真庭市 51,782

８ 井原市 45,104

９ 赤磐市 43,913

10 備前市 40,241

11 瀬戸内市 39,081

平成17年（2005）10月1日現在

自治体 総人口

１ 岡山市 724,691

２ 倉敷市 474,592

３ 津山市 99,937

４ 総社市 69,030

５ 玉野市 56,531

６ 笠岡市 46,088

７ 真庭市 42,725

８ 赤磐市 42,661

９ 井原市 38,384

10 瀬戸内市 36,048

11 備前市 32,320

令和2年（2020）10月1日現在



■0～9歳・25～29歳の転入多→子育て世代
で赤磐市を選択する人多い。（大型住宅団地
がある）

■15～19歳の転出多→進学・就職などで赤
磐市を離れる人が多い。

6【出典】 総務省「国勢調査」、厚生労働省「都道府県別生命表」

年代別でみた人口の動き
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児童生徒数 学校基本統計調査より

自治体
児童
生徒数

１ 岡山市 56,774

２ 倉敷市 39,739

３ 津山市 7,826

４ 総社市 5,980

５ 赤磐市 4,018

６ 玉野市 3,493

７ 真庭市 3,164

８ 笠岡市 3,011

９ 瀬戸内市 2,861

10 井原市 2,451

11 浅口市 2,353

令和4年（2022）
5月1日現在

平成17年（2005）
5月1日現在

自治体
児童
生徒数

１ 岡山市 59,349

２ 倉敷市 39,741

３ 津山市 10,041

４ 総社市 5,956

５ 玉野市 5,333

６ 笠岡市 4,905

７ 赤磐市 4,545

８ 真庭市 4,275

９ 井原市 3,832

10 瀬戸内市 3,510

11 備前市 3,418

自治体 割合

１ 総社市 8.56

２ 倉敷市 8.23

３ 赤磐市 8.19

４ 津山市 7.92

５ 岡山市 7.58

６ 瀬戸内市 7.20

７ 真庭市 7.16

８ 浅口市 6.60

９ 美作市 6.29

10 玉野市 6.15

11 新見市 6.13

公立に通う児童生徒数
／人口（割合）R4



8【出典】まち・ひと・しごと創生人口ビジョン改訂版

県内市の中で最も昼夜間人口比率が低い。2020年国勢調査においても0.85との比
率になり、昼間に市外に出ている住民がとても多い。
岡山市の日中滞在する人の居住地は、１位岡山市、２位倉敷市、３位赤磐市になっ
ている。

県内市町村の昼夜間人口比率


